
昭和46年4月7日発行山之松報広（1）

昭和46年度予算

三
月
の
町
定
例
議
会
は
、

さ
れ
ま
し
た
。

長
町
号

字
第

題

総
額
四
億
六
千
万
円
成
立

三
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
三
日
間
町
役
場
で
開
催

　
昭
和
四
十
六
年
度
松
之
山
町
一
般
会
計
予
算
の
ほ
か
国
保
会
計
予
算
、
議
員
、
特
別
職
の
報
酬
改

正
条
例
な
ど
二
十
八
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　
議
案
の
う
ち
、
議
員
、
特
別
職
の
報
酬
改
正
条
例
な
ど
三
つ
に
つ
い
て
は
反
対
一
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
一
回
目
の
席
上
、
佐
藤
町

長
か
ら
別
項
掲
載
の
昭
和
四
十

六
年
度
主
要
事
業
を
中
心
と
し

た
一
般
施
政
方
針
に
つ
い
て
約

一
時
間
に
わ
た
り
、
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
各
議
員
か
ら
つ
ぎ

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
質
問

順
に
そ
の
項
目
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
久
保
田
勢
策
氏
日
松
之
山
町

総
合
計
画
の
答
申
内
容
に
つ
い

て
、
口
米
の
生
産
調
整
に
よ
る

写
真
は
古
い
補
田
小
学
校

余
っ
た
米
の
販
売
対
策
に
り
い

て
、
日
工
場
誘
致
対
策
に
つ
い

て
、
四
町
を
縦
貫
す
る
幹
線
一

本
を
無
雪
確
保
す
る
対
策
に
つ

い
て
、
囚
テ
レ
ビ
サ
テ
ラ
イ
ト

局
設
置
に
つ
い
て
。

　
滝
沢
重
介
氏
、
日
松
之
山
町

を
過
疎
か
ら
守
り
更
に
発
展
さ

せ
る
対
策
に
つ
い
て
、
口
綱
紀

の
粛
正
に
つ
い
て
、
日
誘
致
し

た
工
場
に
つ
い
て
、
四
県
立
高

校
の
経
費
に
つ
い
て

　
樋
口
藤
夫
氏
、
e
町
総
合
計

画
に
つ
い
て
、
口
過
疎
対
策
に

つ
い
て
、
日
米
の
買
い
入
れ
制

限
に
つ
い
て
、
四
老
人
医
療
に

つ
い
て
、
の
工
場
誘
致
条
例
に

っ
い
て
、
内
教
育
問
題
に
つ
い

て
、
他
産
業
施
策
に
つ
い
て

　
南
雲
終
治
氏
、
日
米
の
生
産

調
整
に
つ
い
て
、
口
月
池
松
代

線
の
改
良
に
つ
い
て
、
日
中
立

山
分
校
統
合
に
伴
う
道
路
圧
雪

に
つ
い
て
、
四
地
下
資
源
開
発

に
つ
い
て
、
㊧
出
稼
帰
省
．
ハ
ス

の
増
発
に
つ
い
て

　
佐
藤
彦
平
氏
　
目
過
疎
に
伴

う
集
落
再
編
成
に
つ
い
て
、
O

浦
田
地
区
温
泉
の
掘
さ
く
に
つ

い
て
、
日
里
山
開
発
の
促
進
に

つ
い
て
、
四
老
人
い
こ
い
の
家

建
設
に
つ
い
て
、
面
農
業
後
継

者
の
嫁
対
策
に
つ
い
て
、
内
浦

田
地
区
の
道
路
圧
雪
に
つ
い
て

　
三
月
十
三
日
成
立
し
た
昭
和

四
十
六
年
度
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
四
億
六
千
百
二
十
六
万

円
で
、
前
年
に
比
べ
七
千
八
百

三
十
七
万
円
、
二
十
一
％
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
民
一
人
当
り
に
計
算
す
る

と
六
万
一
千
七
百
円
に
な
り
、

か
な
り
大
型
な
予
算
と
な
り
ま

し
た
。

　
し
か
し
財
源
的
に
は
別
項
パ

イ
図
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

地
方
交
付
税
が
四
十
八
％
、
国

県
支
出
金
（
補
助
金
な
ど
）
が

二
十
％
、
町
債
が
十
二
％
を
占

直江津駅から出発する松之山中卒の就職者

め
自
主
財
源
の
う
ち
町
税
は
七

・
八
％
に
す
ぎ
ず
か
な
り
き
び

し
い
耐
貧
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。
従
っ
て
町
の
最
近
の
財
政

力
指
数
は
、
○
・
二
二
で
県
下

町
村
平
均
の
四
十
一
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
郡
下
各
町
村
の
財
政
力
指
数

を
例
示
す
る
と
、
松
代
O
・
一

三
　
安
塚
O
・
一
四
、
浦
川
原

○
・
一
八
、
大
島
○
・
一
四
、

牧
O
・
一
五
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
財
政
力
指
数
は
、
各
町

村
の
財
政
力
を
示
す
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
卒
就
職
者
出
発

　
　
　
　
　
　
　
　
紡
織
が
一
番
多
い

騨
翻
購
灘
朧
鰯

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨

　
県
は
去
る
二
月
二
十
六
日
付

け
文
書
で
こ
と
し
の
米
減
産
目

標
と
予
約
限
度
数
量
（
買
入
れ

、
制
限
数
量
の
こ
と
）
を
各
市
町

村
へ
通
知
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
松
之
山
町

へ
示
さ
れ
た
減
産
目
票
は
七
百

十
一
ト
ン
、
臥
に
す
る
と
一
万

一
千
八
百
五
十
吠
で
あ
り
、
予

約
限
度
数
量
は
二
千
四
百
四
十

七
ト
ン
、
杁
に
し
て
四
万
七
百

八
十
三
賦
と
な
っ
て
い
ま
す
。

臨翻端㈱“
　
　
町
で
は
三
月
十
七
日
に
第
一

　
回
の
町
米
生
産
調
整
協
議
会

　
　
（
議
会
・
農
業
委
員
会
・
農
業

　
協
同
粗
合
・
農
改
普
及
所
・
蚕

　
業
指
導
所
・
食
糧
事
務
所
な
ど

　
代
表
者
十
八
名
で
構
成
）
を
開

　
催
し
て
協
力
を
求
め
る
と
と
も

　
　
へ

　
に
三
月
末
に
第
二
回
の
協
議
会

　
を
開
く
こ
と
と
し
、
四
月
上
旬

　
に
予
定
さ
れ
て
い
る
部
落
総
代

　
会
で
各
農
家
別
目
標
を
示
し
、

　
協
力
を
求
め
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　
松
之
山
町
に
示
さ
れ
た
減
産

目
標
数
量
七
百
十
一
ト
ン
（
一

万
一
千
八
百
五
十
臥
）
と
い
う

の
は
、
昨
年
の
目
標
二
百
七
十

八
ト
ン
（
四
千
六
百
三
十
三
臥

の
二
・
五
六
倍
で
あ
り
、
昨
年

の
実
蟹
に
対
し
て
は
二
・
九
九

倍
に
相
当
し
ま
す
。

　
な
お
参
考
ま
で
に
面
積
に
換

算
し
て
、
こ
の
減
産
目
標
を
達

成
す
る
に
は
ど
れ
く
ら
い
の
水

田
を
休
耕
ま
た
は
転
作
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
を
み
て
み
る

と
百
九
十
一
へ
㌘
と
推
定
さ
れ

ま
す
。
百
九
十
ス
㌘
と
い
う

水
田
面
積
は
、
松
里
地
区
四
部

落
の
水
田
に
藤
倉
部
落
の
水
田

を
加
え
た
面
積
に
匹
敵
し
ま
す

三
百
十
八
戸
の
農
家
に
よ
っ
て

こ
の
水
田
が
耕
や
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
農
家
の
背

負
わ
さ
れ
る
減
反
の
重
荷
が
、

ど
ん
な
に
き
び
し
い
も
の
で
あ

る
か
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
か
り
に
百
％
減
産
目

標
を
達
成
し
た
と
す
れ
ば
、
休

耕
補
助
金
を
差
引
い
て
も
な
お

五
千
二
百
万
円
の
米
販
売
収
入

が
吹
っ
飛
ぶ
勘
定
。
こ
れ
を
米

販
売
農
家
一
戸
当
り
に
す
る
と

お
ま
そ
三
万
八
千
円
の
収
入
減

に
な
る
と
い
う
計
算
に
な
り
ま

す
。

　
三
月
十
八
日
町
役
場
で
中
卒

就
職
者
八
十
｝
名
の
壮
行
激
励

の
催
し
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
就
職
者
は
十
九
日
を
先
発
に

二
十
二
日
頃
ま
で
に
は
全
部
そ

れ
ぞ
れ
の
任
地
へ
元
気
で
旅
立

っ
て
ゆ
き
ま
し
た
が
、
雪
の
た

め
パ
ス
が
順
調
に
運
行
で
き
ず

中
に
は
ジ
！
プ
で
出
掛
け
る
組

も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
と
し
の
中
学
卒
業
者
は
二

百
十
八
名
で
こ
の
う
ち
全
日
制

高
校
へ
の
進
学
者
は
百
二
十
一

名
（
五
五
・
五
％
）
で
し
た
。

　
就
職
者
の
内
容
を
み
る
と
、

紡
織
工
場
が
、
二
十
一
名
、
店

員
二
十
名
が
一
番
多
く
、
全
体

に
中
小
企
業
、
個
人
事
業
所
へ

の
就
職
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。

浦
田
小
は

　
　
鉄
筋
三
階
に

　
浦
田
小
学
校
が
、
い
よ
い
よ

新
年
度
中
に
、
鉄
筋
三
階
建
校

舎
に
改
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

新
し
い
校
舎
は
、
鉄
筋
三
階

建
千
四
百
九
十
八
平
方
米
、
十

教
室
、
暖
房
つ
き
で
、
総
工
費

七
千
五
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
雪
消
え
を
ま
っ
て
請
負
入

札
に
附
さ
れ
、
昭
和
四
十
六
年

度
中
に
落
成
の
予
定
で
す
。

　
屋
体
は
昭
和
四
十
七
年
度
に

新
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

懸
案
と
さ
れ
て
い
た
中
立
山
分

校
の
統
合
は
、
道
路
整
備
と
、

冬
季
間
に
お
け
る
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
に
よ
る
圧
雪
な
ど
交
通
確
保

を
条
件
に
、
昭
和
四
十
八
年
を

目
標
に
実
現
の
見
通
し
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
松
之
山
中
学
校
樋
口
先
生
は

「
例
年
よ
り
も
進
学
率
は
い
ぐ

分
低
下
し
て
職
業
訓
練
所
へ
の

入
所
生
や
会
社
な
ど
が
開
校
し

て
い
る
技
能
訓
練
所
へ
の
入
所

が
多
か
っ
た
。
賃
金
面
で
は
見

習
い
組
で
一
万
四
千
円
最
高
は

製
造
業
の
三
万
二
千
円
と
い
う

程
度
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。
在
家
庭
者
は
僅
か
五
名
で

し
た
。高

校
で

　
　
一
九
七
名
卒
業

　
三
月
十
一
日
、
安
塚
高
校
松

之
山
分
校
で
定
時
制
九
十
八
名

全
日
制
九
十
九
名
、
合
同
の
卒

莱
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
，

　
卒
業
生
百
九
十
七
名
中
、
大

学
進
学
が
十
八
名
、
就
職
百
二

＋
九
名
、
在
家
庭
は
十
四
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

就
職
者
の
内
訳
は
、
第
二
次

春の交通安全運動
日
、
う

5
か

ことしの主な事業
4月l　l日は

県議会議員の
選挙です。

産
業
（
建
設
、
製
造
な
ど
）
が

四
十
四
名
、
他
は
全
部
第
三
次

産
業
（
店
員
、
サ
ー
ビ
ス
、
事
務

な
ど
）
の
就
職
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　選挙です。

こ年十一る　な
と間年互と町つ町一町
髪≦蘂羊署墨5貧世の

茎西髭蝶継鍛
キ倍ぺな五当　o別　りは
　にるり年り　項一セ
　増と　’度に　の一
　加　昭末計　よ万
　し五和は算　う円
　た力四十す　　に

　町債の現在高

事　　　業　　　　名 金　額
財源　内訳

備　　　　考
地方債 負担金 寄附金 般財源

松之山常設保育所建設事業 11，390 2．2 7，

5
1，

松里へき地保育所改造事業 500 5
ごみ処理一部事務組合負担金 2，100 2．1 ブミ焼却炉建設負担金

公衆便所新築事業 1，200 1．2

雪上車購入負担金 674 67 1台

小規模草地造成事業 939 5 大ごんじ牧場拡張2的

団地造林事業 6，535 4．5 8 1．2

林道上暇池線開設事業 20，540 4．3 2．4 2，465 1．2 延長600m　巾4m
県単林道改良事業 5，000 2， 1， 1．5 大ごんじ線500

農免農道負担金 3，124 551 2．5 大ごんし線700m

県単山振土地改良事業 4，000 2．4 1，600 農道、天水越地内476m

県単農業基盤整備事業 12，000 4．2 6，000 1，

嚥．湯本駐車場路面整備事業 枷 8
湯本入会林野整備事業 脚 145 1 一

区　　　　分 和　　年 町道改良事業 6，275 2．7 3．5 赤羽大荒戸樋田湯本他

普　通　債

イー般単独
3，941

県営事業負担金（県道改良） 8，676 8．67 小松橋他

橋梁架替補修 2，300 2， 上川手　荒又

ロ義務教育費 30，773
除雪センター改築事業 750 7

災害復旧事業費

イ補助災害
30，656

辺地対策事業 4，909 3， 1．4 坪野赤倉地内町道改良

除雪機械購入事業 6，000 3， 3， デルドーザ1台

ロ単独災害 27，435
県単山振町道改良事業 12，517 5．4 4， 3，081｛番目鵜2臨

そ　の　他

イ辺地対策事業
28，867

西之前橋架替事業 11，290 0， 1．2

消防自動車ポンプ 3，160 1．3 1，

ロ減収補てん債 4，780
可搬消防ポンプ 700 4 2 1

ハ県自治振興資金 22，651 消防ポンプ舎新築事業 800 8
二教員住宅 13，145

ジープ購入（へき地教委） 1，150 5 6
ホ消防施設 1，500

浦田小統合校舎新築事業 74，912 ，6422．3 ，97

へ林道事業 3，200
観光道路整備事業

　『
500 5 2線

卜町民ブール 7，000
町爵第2プール建設事業 12，090 8

7，

8 3．4 川

チ過疎対策事業 28，200 農地災害復旧事業 1，800 1．4 3 3
合　　　　計 202，148

合　　　　　　　計 219， ， ，
0．6 2，1　4，0

犀
町
の
負
債
は

　
一
世
帯
当
り
士
万
円

　
町
の
負
債
は
別
項
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
一
世
帯
当
り
に
計
算
す

る
と
昭
和
四
十
五
年
度
末
は
十

一
万
三
千
円
と
な
り
、
昭
和
四

十
年
度
末
に
比
ぺ
る
と
　
五
力

年
間
に
二
・
四
倍
に
増
加
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

町債の現在高

一1α3一
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西
之
前
橋
は
永
久
橋
に

　
七
十
年
代
に
ふ
さ
わ
し
い
道

路
を
目
指
し
町
道
整
備
十
力
年

計
画
に
も
と
づ
い
て
年
々
改
良

工
事
を
す
す
め
て
い
る
が
、
昭

和
四
十
六
年
度
中
の
主
な
改
良

ヵ
所
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
き
ま
り

ま
し
た
。

　
一
級
町
道
松
之
山
、
松
代
線

の
松
之
山
小
学
校
～
兎
口
神
社

前
ま
で
六
百
七
米
、
松
口
地
内

四
．
百
二
十
米
で
砂
利
敷
て
ん
圧

工
事
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
工
事
は
大
体
九
月
い
っ
ば
い

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
間
松
之
山
～
兎
口
間
は
約
一

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

ヵ
月
位
の
交
通
止
め
と
な
り
ま

す
。　

ま
た
西
之
前
橋
は
永
久
橋
に

架
替
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
工
事

内
容
は
、
橋
長
二
十
二
米
、
取

付
道
路
百
四
十
五
米
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
県
道
の
舗
装
の
び
る

　
こ
と
し
松
之
山
町
内
で
施
工

さ
れ
る
県
営
事
業
は
、
大
小
あ

わ
せ
て
三
十
ヵ
所
、
事
業
費
は

約
四
億
円
と
な
る
見
通
し
で
す

が
こ
の
う
ち
道
路
の
ほ
装
工
事

関
係
は
お
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
谷
～
堺
松
問
千
二
百
米
、
松

之
山
～
橋
詰
間
千
米
、
湯
山
部

落
内
四
百
米
、
こ
の
ほ
か
池
尻

．
の
小
松
橋
が
新
し
く
架
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

所育
　
　
　
　
　
松
之
山
に
常
設

保
　
　
　
　
保
育
所
が
建
設
さ

　
　
　
　
れ
る
こ
と
に
な
り

設
　
　
　
　
ま
し
た
。

常
　
　
　
　
　
松
之
山
、
兎
口

・
　
　
　
・
光
間
、
新
山
、
湯

山
な
ど
最
寄
五
部
落
の
お
母
さ

ん
方
の
要
望
に
こ
た
え
て
、
松

之
山
字
前
田
に
設
置
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
新
し
く
で
ぎ
る
保
育
所
の
規

模
は
お
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

一
、
建
物
の
大
ぎ
さ

　
五
間
x
十
六
間
半
で
木
造
平

　
屋
、
ト
タ
ン
ぶ
き

二
、
内
容
は

松
之
山
に
一
千
万
円
で

　
収
容
定
員
六
十
名
、
保
母
三

名
、
給
食
婦
一
名
、
小
使
一

　
名

三
、
保
育
料
金
は

　
所
得
階
層
に
よ
っ
て
月
額
○

　
～
七
千
円
程
度
の
範
囲
で
き

　
め
ら
れ
ま
す
。

四
、
経
費
は

　
総
工
費
は
一
千
二
十
万
円
で

　
す
が
、
こ
れ
に
設
備
費
な
ど

　
を
含
め
当
初
予
算
は
一
千
百

　
三
十
九
万
円
と
な
っ
て
い
ま

　
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、
国
県
補
助
費

　
は
二
百
七
十
五
万
円
、
起
債

　
六
百
五
十
万
円
が
見
込
ま
れ

　
て
い
ま
す
。

こ
の
保
育
所
は
、
こ
と
し
の
秋

ま
で
に
完
成
し
、
常
設
保
育
所

と
し
て
本
格
的
に
発
足
す
る
の

は
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
か
ら

と
な
る
予
定
で
す
。

国

保
税
は
継
備
二
万
三
千
円

　
　
　
医
療
、
薬
剤
の
値
上
り
を
反
映

　
三
月
十
三
日
の
議

会
で
可
決
さ
れ
た
国

民
健
康
保
険
会
計
の

あ
ら
ま
し
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
国
　
保
　
税

町
民
プ
ー
ル
東
川
に

　
松
之
山
町
で
四
つ
め
の
町
民

プ
ー
ル
．
が
、
こ
ん
ど
東
川
に
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
場
所
は
東
川
中
学
校
わ
き
の

東
川
ぞ
い
で
、
大
き
さ
は
二
十

五
米
×
十
三
米
の
も
の

　
シ
ー
ズ
ン
に
間
に
合
う
よ
う

雪
消
え
と
と
も
に
着
工
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

小
川
保
健
婦
さ
ん
着
任

　
新
し
く
小
川
保
健
婦
さ
ん
が

着
任
し
ま
し
た
。

　
小
川
さ
ん
は
直
江
津
市
の
出

身
で
、
今
春
新
潟
県
公
衆
衛
生

看
護
学
校
を
卒
業
さ
れ
て
四
月

一
日
か
ら
当
町
に
勤
務
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
「
松
之
山
に
来
た
の
は
は
じ

　
め
て
で
す
が
、
雪
の
多
い
こ

　
と
も
想
像
ど
お
り
で
別
に
驚

　
い
て
い
ま
せ
ん
。
兎
に
角
一

　
生
懸
命
や
り
た
い
と
思
い
ま

　
す
己

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で

活
躍
し
て
い
た
だ
い
た
目
黒
さ

ん
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
え
ば

も
う
保
健
婦
さ
ん
は
来
て
く
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
…
と
い
う

不
安
が
多
か
っ
た
だ
け
に
、
町

民
の
み
な
さ
ん
は
、
ほ
・
っ
と
し

た
表
情
で
、
小
川
保
健
婦
さ
ん

の
着
任
を
心
か
ら
よ
ろ
こ
ん
で

い
ま
す
。
目
黒
保
健
婦
さ
ん
は
、

昭
和
四
十
四
年
か
ら
ま
る
ニ
カ

年
間
豪
雪
と
不
便
な
松
之
山
で

よ
く
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
こ
ん
ど
結
婚
さ
れ
て
西

蒲
原
へ
転
出
さ
れ
ま
し
た
。

松之山保育園で

　
一
世
帯
当
り
二
万
二
千
八
百

円
で
前
年
に
比
べ
三
千
六
百
円

の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

寝
た
き
り
老
人
の

　
　
　
医
療
無
料
に

　
こ
と
し
か
ら
寝
た
き
り
老
人

の
医
療
費
が
無
料
に
な
り
ま
す
．

　
こ
の
制
度
は
、
六
十
五
才
以

上
の
寝
た
き
り
老
人
の
医
療
費

に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
の

給
付
残
を
町
と
県
で
補
う
も
の

で
す
。

　
寝
た
き
り
老
人
と
は
、
六
十

五
才
以
上
の
老
令
福
祉
年
金
の

受
給
者
で
、
食
事
、
用
便
な
ど

に
他
人
の
介
護
を
要
し
、
町
長

が
認
め
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

　
松
之
山
町
で
本
制
度
の
適
用

を
う
け
る
人
は
、
当
面
十
名
程

度
に
な
る
見
込
で
す
。
。
該
当

に
つ
い
て
、
心
あ
た
り
の
人
、
は

厚
生
係
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

引
き
上
げ
と
な
っ
た
要
因
は

一
、
医
療
費
、
薬
剤
代
な
ど
の

値
上
り
分
四
・
六
％
を
見
込

　
ん
だ
こ
と
。

二
、
直
営
診
療
所
（
開
業
医
の

　
あ
る
町
村
に
は
な
い
）
の
運

　
営
費
が
増
嵩
レ
た
こ
と

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
健
婦
は
一
名

　
最
低
二
名
を
設
置
し
て
も
ら

　
い
た
い
と
い
う
町
民
の
要
望

　
は
強
い
が
、
人
材
の
確
保
が

　
で
き
ず
今
年
度
も
一
名
と
な

　
っ
た
も
の
で
す
。

　
　
助
産
、
葬
祭
給
付
は

　
助
産
給
付
は
出
産
一
件
に
つ

　
き
一
万
円
で
前
年
ど
お
り
、

　
葬
祭
給
付
は
、
死
亡
一
件
に

　
つ
き
五
千
円
で
前
年
よ
り
二

　
千
円
引
き
上
げ
。

（単位千円）（虐出）〔歳入》　（単位千円）国俣予算
款 本年度予算顕 構成比 款 本年魔予算顕 国庫支出金 一般財源 檎成比－

1．国民健康保険税

2．一部負担金
3．国庫支出金
4．県　支　出　金

5．財　産　収　入

6，繰　　越　　金

7．諸　　収　　入

33，377

27，164

43，933

　　1
　270
　㎜
　　3

31．71

25．81

41．74

　『
0．26

0．48

　『

，1．総務費
2．保険給付金

3．保健施設費

望基金積立金

5．公債費
6．諸支出金

7．予備費

4，455

92，650

1，451

　249
朧
5
，080

　㎜

3，336

39，890

　餅
　一
　一
　㎜
　一

1，119

52，760

1，244

　249
鵬
4
，580

　㎜

4．23
88．03

1．38

024
0．＠

4．83
0．47

歳　入　合　計 105，248 歳出合計 105，248 43，933 61，315

松
里
分
校
閉
校
式

　
松
之
山
中
学
松
里
分
校
は
三

月
末
日
を
も
っ
て
満
十
五
年
間

に
わ
た
る
歴
史
を
と
じ
本
校
へ

統
合
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

　
去
る
三
月
二
十
六
日
、
最
後

の
生
徒
や
来
賓
等
百
七
十
人
が

出
席
し
て
静
か
な
閉
校
式
が
催

さ
れ
ま
し
た
。
空
い
た
校
舎
は

松
里
地
区
保
育
所
と
し
て
使
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
外
に
転
出
さ
れ
る
方

　
は
必
ず
税
務
課
へ

　
町
外
に
転
出
さ
れ
る
方
で
固

定
資
産
税
、
町
民
税
、
諸
税
の

あ
る
方
は
松
之
山
町
内
に
住
所

の
あ
る
方
か
ら
納
税
管
理
人
を

定
め
て
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
は
役
場
税
務
課

で
こ
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

享春の交通安全運動始まる

綬
な　　前期　4月5日～4月10日

様　　後期　4月26日～5月1日

春
の
全
国
交

通
安
全
運
動

が
前
期
ふ
ハ
日

間
、
後
期
山
ハ

日
間
の
一
一
回

に
わ
た
っ
て

お
こ
な
わ
れ

　
　
　
み
な
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

重
占
酬
項
目
は

◆
老
人
、
新
入
学
児
、
保
育
園

　
児
の
歩
行
者
事
故
を
防
ぐ

・
幼
児
、
児
童
の
と
び
出
し
に

　
注
意

．
自
転
車
の
安
全
な
の
り
方
指

も
う
ノ
息

　
　
　
　
建
物
共
済
・

　
毎
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
皆

さ
ん
の
家
を
一
戸
一
戸
共
済
の

嘱
託
員
さ
ん
が
廻
り
建
物
共
済

の
契
約
に
伺
い
ま
す
が
、
皆
様

の
御
理
解
に
よ
り
、
毎
年
一
戸

平
均
十
万
円
位
づ
つ
の
上
昇
を

見
て
居
り
、
今
年
は
も
う
一
息

で
戸
平
均
百
万
円
に
な
り
ま
す

　
導

．
老
人
歩
行
中
の
像
誕
と
安
全

　
確
認

◆
飲
酒
運
転
、
速
度
違
反
、
無

　
謀
運
転
を
防
ぐ

・
地
域
、
職
場
に
お
け
る
飲
酒

　
運
転
の
追
放
徹
底

・
職
場
の
安
全
運
転
管
理
の
確

　
保“

ヒ
ヤ
ヅ
と
し
た
、
あ
の
一
瞬

　
を
忘
れ
る
な
”

軽
自
動
車
の
移
動

　
　
　
　
手
続
を
早
く

　
町
外
ナ
ン
バ
ー
の
ま
ま
で
移

動
の
手
続
が
な
さ
れ
て
い
な
い

軽
自
動
車
が
多
く
見
う
け
ら
れ

ま
す
。
道
路
運
転
車
両
法
第
十

三
条
に
よ
り
、
十
五
日
以
内
に

移
動
の
届
け
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

も
し
事
故
等
が
あ
っ
た
場
合
、

自
賠
責
に
入
っ
て
い
て
も
、
保

障
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
一
日
も
早
く
移

動
の
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

手
続
等
で
、
わ
か
ら
な
い
点
歩

あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
の
係
へ

お
尋
ね
下
さ
い
。

戸
籍
制
度
百
周
年

　
戸
籍
に
つ
い
て
の
出
生
、
死

亡
、
婚
姻
、
養
子
縁
組
等
の
届

出
は
早
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
小
学
狡
に
入
学
す
る
と
き
に

な
っ
て
、
子
供
さ
ん
の
戸
籍
が

・
な
か
っ
た
り
、
立
派
な
結
婚
式

ま
で
挙
げ
た
の
に
届
出
を
し
な

か
っ
た
ば
か
り
に
法
律
上
夫
婦

と
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
ま

た
、
死
亡
の
届
出
を
し
な
か
っ

た
た
め
戸
籍
上
で
は
本
人
が
生

き
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
b
た

と
い
っ
た
事
例
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
届
出
は
正
し
く
早
く

行
な
．
っ
て
親
子
、
夫
婦
と
し
て

の
身
分
関
係
を
正
確
に
戸
籍
に

の
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
あ
な
た
の
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
、
子
供
さ
ん
の
戸
籍
を
役

場
の
戸
籍
係
の
と
ご
ろ
で
た
し

か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
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農
業
共
済
事
業
を
充
実

　
　
　
米
の
減
収
補
償
を
多
く

　
　
　
家
畜
の
多
頭
飼
育
に
助
成

　
町
農
業
共
済
事
業
で
は
、
補

償
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
四

十
六
年
度
は
次
の
よ
う
に
事
業

を
お
二
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
水
稲
の
一
㎏
当
た
り
共
済
金

額
を
二
十
円
引
き
上
げ
百
円
に

春
蚕
繭
は
箱
当
り
二
千
円
、
夏

秋
蚕
繭
は
三
千
円
引
き
上
げ
て

一
万
二
千
円
に
す
る
こ
と
に
議

会
で
き
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

水
稲
共
済
で
国
が
㎏
当
た
り
百

円
を
負
担
す
る
予
定
で
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　
米
の
減
収
補
償
を
多
く
す
る

　
米
の
生
産
調
整
と
関
連
し
て

今
後
上
品
質
米
の
作
付
が
多
く

な
り
、
病
虫
害
の
被
害
が
多
く

発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
そ
の
際
の
補
償
を
多
く

　
す
る
た
め
に
引
き
上
げ
た
も

の
で
す
。

　
町
で
は
掛
金
の
農
家
負
担
を

出
来
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め

引
き
上
げ
に
よ
り
増
加
す
る
掛

金
の
二
分
の
一
を
共
済
会
計
で

負
担
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

　
多
頭
飼
育
に
助
成
を

　
家
畜
共
済
で
は
、
年
々
多
頭

化
し
て
い
る
た
め
、
農
家
の
掛

金
負
担
が
多
額
に
な
る
の
で
、

四
十
六
年
度
も
三
頭
め
か
ら
一

頭
当
た
り
五
百
円
の
掛
金
を
補

助
し
て
高
額
加
入
が
出
来
る
よ

う
予
算
処
置
を
し
ま
し
た
。

　
防
除
機
具
に
去
助
成

　
次
に
損
害
防
止
事
業
で
は
、

水
稲
に
つ
い
て
防
除
機
具
の
設

置
を
部
落
で
す
る
場
合
、
半
額

相
当
分
の
一
万
五
千
円
、
三
十

台
分
（
う
ち
共
済
二
十
台
）
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
部
落
別

の
配
分
は
四
月
に
示
す
予
定
で

す
。
そ
の
他
養
蚕
農
蒙
に
対
し

て
消
毒
薬
剤
の
助
成
や
、
肉
用

牛
の
損
害
防
止
事
業
も
計
画
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

45年度火災共済部落別集計表

一
一
月
百
万
円

町
の
農
業
共
済
で
は
十
三
億
八

千
万
、
各
農
協
で
は
十
億
六
千

万
、
合
計
す
る
と
二
十
四
億
四

千
万
と
な
り
、
一
戸
平
均
約
百

七
十
万
円
の
保
障
と
な
り
ま
す

昨
年
天
水
の
火
災
で
は
乾
燥
期

に
し
か
も
家
屋
が
密
集
し
て
い

た
為
、
思
わ
ぬ
大
火
と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T

羅
災
者
は
一
時
途
方
に
暮
れ
た

の
で
す
が
、
共
済
金
を
元
手
に

立
派
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
石

油
、
ガ
ス
等
も
普
及
し
危
険
が

い
っ
ば
い
で
す
か
ら
万
一
に
備

え
て
高
額
加
入
さ
れ
る
様
御
奨

め
し
ま
す
。

今
年
の
成
績
は
別
表
の
通
り
で

す
。

都落名
対　象
戸　数

加　入
件　敬

袈入糖 一戸平均
共済金額

順位

松之山
戸
40

件
6
4

万円

7，517

万円

188 1
兎　　口 18 18 2，155 120 6
光　　間 21 25 3，825 182 2
新　　山 30 33 2，868 96 17

水　　梨 61 65 5，359 88 22
小　　谷 47 56 5，285 112 7
大荒戸 51 50 3，650 72 30

下川手 72 74 6，879 96 18

上川手 69 78 4，927 71 31

湯　　山 74 96 6，383 86 24

湯　　本 38 43 2，577 68 33

天水越 123 152 12，500 1（尼 12

天水島 80 98 7，9（B 99 14

中　　坪 19 19 1，890 99 13

藤　　倉 54 85 3，680 68 32

中　　尾 69 82 4，131 60 36

東　　川 41 56 3，505 85 25

上暇池 41 45 2，258 55 37

下蝦池 32 蟄 2，040 64 35

五十子平 28 31 3，H7 111 8
坪　　野 31 36 1，974 65 34

赤　倉 13 22 1，423 109 9
東　　山 13 14 1，172 go 20

藤　原 18 27 1，931 107 11

曽　　根 42 45 4，095 98 15

新　　田 21 45 2，298 109 10

上之山 14 21 1，784 127 5・

湯之島 55 64 4，009 73 29

中立山 33 35 2，789 85 27

田麦立 28 37 3881 139 4
月　　池 33 35 2，879 87 23

坂　　中 14 19 2，396 171 3
崩　　田 22 23 1，9（温 89 21

樋　　田 25 25 1，333 53 38

北蒲田 39 42 3，305 85 26

酉之前 29 34 2，688 93 19

黒　倉 64 85 4，724 74 28

中　　原 7 7 彪 97 16
一
1
． 50 、1820 137745 可
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